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゛
一
、

出
笄
者
に
と
っ
て
税
企
刈
娥
は
一
屶
加
の
タ
ネ
ー

そ
こ
で
門
所
で
は

、

^
ー
ー
^
^
^
ノ
ト
Ⅱ
一
^
^
ー
^
、
^
イ
d
、
J
、
}
^
b
/
"
い

、

を
と
り
あ
げ
,
相
統
税
、
贈
ケ
税
の
税
務
刈
策
の
ボ
イ
ン
ト
,
と
麺
し
た
胤
門
<
厶
を
小
島

良
次
氏
瓢
師
に
迎
え
開
催
L
た
。

当
日
は
相
私
税
、
贈
り
税
と
い
う
身
近
な
テ
ー
マ
の
せ
V
か
受
備
X
も
夕
十
名
と

多
く
、
吉
盆
な
血
も
ち
で
受
'
し
て
い
る
姿
が
み
ら
れ
た
。
ま
た
淋
議
巡
f
後
、
賀
疑
心

芥
の
時
岡
力
も
う
け
ら
れ
丁
後
'
す
ぎ
、
,
父
し
た
独
H
会
を
剛
じ
七
。

(
解
説
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ジ
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載
)

ぶ
、弐

一
゛

●
=
望

へ
、

一
,
一
一
一
、
一

・
底
゛

8
9
9
W
W
Ⅱ

2
3
1
6
6

二

,
.
、
,
、
.
一
へ

、
J

▲
冒
、
,
-
 
f

、
ー

一
と
人
.气

゛

一
ご
一
.
"
一

一
婁
、
一

.
一
一一

哩

、
、
、



ー
=
一
一
武
三
一
一
一
:
,
一
一
:
二
三
一
=
一
一
:
.
一
一
:
二
一
一
一
-
ー
=
:
三
」
一
一
一
暑
.
三
、
;
二
一
二
一
』
一
一
:
.
=
:
一
"
三
冨
=
ニ
゛
三
一
.
二
一
二
一
三
=
:
一
=
,
一
一
三
=
一
三
三
一
一
.
二
三
一
士
一
.
:
.
=
;
一
三
=
一
一
一
=
一
.
▲
=
:
,
一
゛
一
一
一
一
二
"
一
三
一
:
二
一
、
一
一
立
一
一
.
一
三
;
一
,
ニ
ニ
一
』
一
一
,
:
.
=
:
一
'
二
三
』
一
圭
:
二
一
゛
一
二
、
一
』
一
一
,
一
:
.
'
=
:
ニ
ニ
=
一
一
二
:
、
=
:
一
.
一
'
一
一
一
:
、

八
最
近
の
倒
産
事
例
に
教
え
ら
れ
る
こ
と

一
^
ゞ
^
.
三
^
,

、
'
、
,
^
玲
弓
1
、
.

、
゛
/
ー
,
●
三
 
J
y
'

当
中
小
ハ
ム
姉
で
は
、
 
m
打
、
柏
按
貸
付
だ
け
で
も
、
一
五
0
0
社
か
ら
一
六
O
C
朴
に
の
ぽ
る
中
小
企
業
者
に
対
し
、
五
0

0
億
円
を
超
え
る
資
金
力
抗
衞
賀
企
と
し
あ
る
い
は
運
転
資
金
と
し
て
貨
出
し
て
お
り
ま
す
。

こ
れ
ら
の
公
ル
資
金
は
、
殆
ん
ど
の
ケ
ー
ス
で
は
、
 
W
永
の
拡
火
に
、
乗
呂
、
金
繰
り
の
安
定
化
に
そ
れ
ぞ
れ
役
立
た
さ
れ

て
い
る
よ
う
で
す
が
、
放
多
い
小
例
の
中
で
は
、
予
期
に
な
し
、
躍
力
ら
れ
る
企
祭
も
「
冉
に
止
ま
り
ま
せ
ん
。

と
こ
ろ
で
弘
四
爾
任
の
本
店
審
査
部
で
は
、
こ
う
云
C
辧
例
に
つ
い
て
繹
"
フ
ー
ロ
ー
し
、
倒
産
原
因
な
ど
の
追
求
に

併
せ
、
統
ル
W
与
め
る
よ
う
な
化
小
も
行
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
心
4
 
従
来
二
よ
余
り
見
ら
れ
な
か
っ
た
傾
向
奮
て
来

て
お
り
ま
す
。

一
つ
ば
父
.
歴
の
永
い
介
業
か
ら
の
剣
雌
か
"
立
っ
て
増
え
て
来
て
い
る
し
と
で
す
。
先
頃
メ
ン
ソ
レ
タ
ム
で
茗
右
な
医
蓉
叩

メ
ー
カ
ー
の
老
鯏
が
倒
産
し
、
巷
朋
を
賎
b
L
て
お
り
ま
し
た
か
、
ψ
ヨ
公
叩
の
取
引
先
に
つ
い
て
、
、
こ
う
云
っ
た
*
例
が
出

て
来
て
お
り
ま
す
。
「
我
か
国
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
成
塑
機
の
災
刀
け
的
メ
ー
カ
ー
(
業
歴
四
八
年
)
」
「
全
甲
削
に
知
名
度
の
高

L
隆
碧
川
メ
ー
カ
ー
(
向
五
四
q
)
一
「
小
寸
介
深
で
は
数
小
ノ
な
い
庄
延
紙
繊
の
一
 
n
メ
ー
カ
ー
(
同
五
五
年
)
」
暴
雌
九

一
午
の
建
心
永
老
L
条
1
と
云
っ
た
只
介
で
す
。
従
来
、
柴
歴
四
水
さ
は
、
企
業
の
鴛
止
基
監
を
.
祉
す
る
も
の
と
し
て
そ
れ
な

り
の
火
き
な
詐
仙
が
り
ぇ
ら
れ
て
米
た
も
の
で
す
が
、
厳
近
の
よ
う
た
厳
し
い
池
太
朕
姫
下
で
は
、
こ
れ
だ
け
で
釆
り
切
る
こ

と
か
岡
鄭
と
な
っ
て
来
て
し
る
こ
と
の
訓
左
と
ぢ
ぇ
ら
れ
ま
ナ
。
勿
楡
佃
々
の
倒
,
街
を
洗
っ
て
行
き
ま
す
と
、
そ
の
原
鴨
は

一
様
で
は
え
く
、
述
剛
、
近
圃
が
復
"
に
作
用
し
介
ヤ
倒
産
に
・
y
ち
至
っ
て
し
る
火
で
す
か
、
在
脊
会
品
こ
周
私
L
、
製
品
の

、
誓
竒
迎
れ
る
と
か
、
「
の
れ
ん
し
に
安
住
、
介
理
化
に
遵
れ
る
と
か
云
っ
た
ど
ち
ら
か
と
云
え
ば
〒
W
型
の
牝
管
者
」

に
ょ
る
・
,
久
易
な
仕
孤
り
に
ょ
る
も
の
が
目
立
も
ま
し
て
、
こ
の
占
竺
ぢ
を
妾
し
ま
す
と
と
も
に
、
こ
う
云
っ
た
業
靡
の
、
永
い
<
ル

父
で
、
、
女
・
疋
山
永
県
芋
伝
存
す
る
こ
と
な
く
、
不
W
の
、
カ
?
仏
極
的
と
鞭
隈
力
力
の
必
要
性
が
・
.
選
さ
れ
ま
す
。

二
つ
に
ば
、
火
企
父
、
火
乎
,
n
の
系
別
<
業
、
打
力
下
'
な
と
に
も
倒
条
允
生
し
て
い
る
こ
と
で
す
。
一
寄
ら
ば
大

と
ル
と
、
ム
b
れ
、
大
<
ミ
・
火
丁
而
社
四
永
十
に
登
力
れ
る
、
」
と
な
ど
、
{
茶
W
式
影
」
卜
父
え
る
も
の
と
し
て
評
価

[
リ
一

ー
コ
、

さ
れ
て
来
上
し
た
し
、
*
父
、
過
去
の
小
仏
こ
徴
す
る
咲
り
多
小
ノ
の
Y
嶌
上
の
制
^
,
あ
る
介
業
で
も
、
親
会
H
の
心
Ⅱ
を
ハ

ソ
ク
ニ
、
あ
,
勾
V
は
挺
人
れ
な
と
に
ょ
り
何
ん
と
力
ν
り
払
げ
ら
ん
て
米
た
も
の
で
す
ガ
、
尿
近
の
よ
う
に
η
況
力
長
瑚
化

、
うt

し
、
し
力
L
珊
艾
戍
R
か
ら
安
定
、
低
成
上
へ
の
移
h
て
¥
肖
效
,
*
り
冉
検
訓
乃
余
ま
松
換
ま
で
も
迫
ら
れ
て
し
る
現
況
干
で

よ
、
系
幼
企
"
七
・
カ
カ
、
ト
励
と
云
え
ど
も
、
小
小
人
内
,
徐
に
妙
叺
乏
し
く
、
立
た
は
H
務
勺
'
谷
劣
恕
で
将
米
と
も
税
<
数
永
こ
と
っ

て
負
扣
と
,
ば
る
と
ぢ
ぇ
ら
れ
る
よ
う
な
<
'
父
、
~
つ
い
て
ょ
、
あ
る
W
・
炭
剖
り
切
っ
て
、
ト
ラ
イ
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整
辨
し
た
ナ
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よ
な
ら
た
し

こ
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ま
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N
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＼
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介
小
オ
一
、
イ
ン
ト
の
リ
h
と
ぢ
ぇ
ら
れ
ま
寸

以
1
、
.
ノ
ム
脚
の
.
R
ア
ノ
先
の
U
川
近
の
倒
宅
*
伽
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÷
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t
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・
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た
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一
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し
V
ミ
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卜
て
ょ
池
対
力
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ば
も
の
で
は
た
く
、
立
し
て
・
女
定
低
成
上
卜
で
ょ
こ
う
云
「
た
累
克
は
北
即
々
瞰
t
く
'
ぱ
る
と
川
心
b

れ
士
1
,
の
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し
の
ー
く
力
◇
後
の
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了
紙
H
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J
二
勺
し
口
先
d
 
チ
エ
ソ
タ
協
一
f
の
Ⅷ
で
小
ノ
ヒ
で
1
子
R
L
ゞ
て
ょ
゛
"
で
す

一
辺
叫

県
を
よ
し
め
と
,
る
関
牙
犠
Ⅱ
人
・
佃
1
^
、
六
謡
4
 
1
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企
W
オ
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1
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＼
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Ⅱ
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メ
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L
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゛
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゛
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3
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佐
才
゛
1
之
,
J
'
ψ
?
'
'
y
入
'
ゞ
'
^
.
ず
.
ふ
一
霞
゛
ウ
W
一
メ
イ
ニ
ー
ψ
な
で
'
ゞ
ゞ
0
ψ
ウ
a
^
゛
'
一
弓
必
t
゛
島

寸
弓
^
什
ψ
ポ
,
h
^
^
岡
^
」
^
の
)
M
力
獣
^
を
^
の
と
お
り
R
り

ま
と
め
一
垪
施
娥
の
拡
充
を
図
0
て
い
く
ガ
剣
で
す
。

◇
小
規
悦
小
茶
対
菟
の
擢
進

小
小
傘
の
小
で
大
き
な
ウ
エ
ー
ト
を
占
め
る
小
規
悦
の

喫
茎
心
は
、
プ
般
に
企
業
休
質
ば
弱
く
一
般
企
業
と
の
格
差

、
奪
し
V
こ
と
、
環
境
の
変
化
へ
の
通
条
困
撃
あ
る
等

の
共
通
の
岡
題
を
右
し
て
お
り
ま
す
。
こ
の
た
め
、
以
下
の

対
策
を
渦
十
る
こ
と
と
し
て
し
ま
t
。
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冥
・
^
一
^
^
.
弐
^
^
の
六
^
う
^
一
^
9
^
^
'
叩
^
U
^
^
W
-
^
の

^
と
し
て
^
田
^
凸
^
^
凶
^
^
る
^
^
^
^
^
^
る
^
^
^
^
^
ム

娠
の
低
金
利
か
つ
無
保
副
人
の
噛
別
融
資
制
度
(
小
<
止
菜
羅

営
繋
、
早
貧
<
漸
度
)
に
つ
V
て
五
上
年
」
度
は
次
の
よ
う
に

制
度
を
拡
允
堅
子
る
。

■
小
傘
雲
改
誓
資
金

イ
貨
付
規
椣
三
千
四
百
N

口
☆
付
弁
q
の
岐
.
f

貸
付
期
岡
の
延
長

スユ二

仁
・
 
U
規
鞭
介
業
女
一
百
人
に
つ
き
振
以
委
U
'
人
←

言
人
に
一
人

商
丁
会
誘
支
部
活
動
挑
進
費
二
契
千
五
百
万
門

口

)イ
中
都
市
の
支
都
干
五
ケ
所
に
つ
い
て
も
併
館
料
柿

助
を
行
う
。

山
而
^
^
一
厶
議
所
十
^
^
^
百
^
ゴ
ケ
所
十
一
'
ー
^
ケ
所
)

百
三
十
七
ケ
所
)
の
*
務
費
補
助
の
新
股

而
工
会
指
導
施
轡
二
十
ケ
所
の
建
希
助
を
行
う

と
と
も
に
、
そ
の
単
位
を
引
き
上
げ
る
(
一
、
三
0
0
万

円
←
一
、
五
0
0
万
円
)

二
弓
^
^
^
^
^
^
^
^
g
^
^

対
象
を
九
百
ケ
所
に
拡
大
し
、
人
U
十
万
以
下
の
商
1

会
需
の
一
部
を
本
対
条
に
加
え
る
。
百
ニ
ト
五
万
円
←

悪
十
万
円
六
竺
千
百
万
円

ホ
顧
問
税
則
士
委
嘱
変
を
専
門
相
談
員
謝
金
に
編
入

三
竺
千
八
百
万
円
←
三
億
七
千
百
万
円

へ
羅
営
指
導
員
等
海
外
研
修
嚇
業
費
二
千
六
百
万
円

汽

十
人
←
百
人

・
、
小
規
繁
美
誘
業
団
群
饗
十
九
億
四
千
五
百
万
円

加
入
促
進
運
動
の
強
化

仙
設
備
近
代
化
補
助
(
設
備
近
代
化
資
金
及
び
機
祇
貸
与
の

良奈

ι

貸
刊
1
喫
の
弓
1

⇔
小
規
宗
茶
対
策
の
鞭
費
二
百
一
億
九
千
七
百
万
円

イ
指
導
事
業
挑
進
塑
百
八
十
八
億
一
千
五
百
万
門

細
商
工
会
商
工
会
議
所
の
響
指
遵
員
の
堺
員
千
人

増
(
五
十
年
度
七
千
八
十
一
人
)
(
沖
繩
十
人
増

(
五
十
年
度
五
十
人
)
)

炉
^
田
^
凸
^
^
^
^
^
^
^
心
U

給
リ
の
引
上
げ
十
一
万
七
千
五
百
円
は
咋
年
と
同
額

と
す
る
が
給
り
改
善
費
と
し
て
五
%
嫩
額
を
計
上
。

超
過
勤
務
手
当
の
引
上
げ
二
千
円
←
三
千
円

斬
た
に
謡
十
年
以
上
の
指
導
貝
の
う
ち
千
人
を

主
任
指
導
兵
と
し
て
二
0
%
の
主
任
舌
の
新
設

峨
指
導
員
の
謝
金
単
価
の
引
上
げ
二
千
五
百
円
←

師

三
千
円

国
振
興
委
員
の
饗
五
下
九
百
二
十
人
←
一
万
六
百
八

十
五
人

謝
金
単
位
の
引
上
げ
年
額
二
万
円
←
三
万
円

ご
対
鐙
を
人
口
十
五
万
以
上
の
都
市
←
人
口
十
万

以
し
の
都
市

◇
労
働
福
祉
対
策
の
推
進

イ
締
祉
型
高
度
化
資
金
散
資
制
崖
の
拡
充

貸
付
条
件

貸
付
利
率
無
刑
子

貸
付
限
度
所
要
資
金
の
八
0
%
以
内

貸
付
期
間
十
五
年
以
内
(
う
ち
据
羅
二
年
以
内
)

口
従
業
員
独
立
型
資
<
瓢
希
堤

貸
ナ
条
b

^
^
^
^
^
^
・
^
^

貸
付
限
度
一
般
貸
付
と
合
b
せ
て
千
三
百
万
円

貸
付
期
闇
設
他
年
←
十
年
以
内
(
う
ち
糎
二

年
以
内
)

◇
鷲
化
対
策
の
鞭

内
外
の
環
境
の
変
化
に
対
処
し
て
、
中
小
企
業
の
高
度
化

胤
造
改
善
の
推
進
、
公
害
防
止
の
指
導
の
充
実
、
勤
労
老
福

祉
対
策
の
鞭
組
織
化
を
通
ず
る
施
策
の
浸
透
が
ま
す
ま
す

電
要
と
な
っ
て
き
て
霜
り
、
こ
の
た
め
、
以
下
の
施
策
J
需

ず
る
こ
と
と
す
る
。

設
備
三
甲
以
内

運
,
年
以
内

設
四
0
0
万
円
,

謬
ど
0
0
万
円

3

一
往
三
年
以
内

一
律
二
0
0
万
門

.
二
五
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川
指
導
菊
の
允
災
中
央
会
の
指
導
貝
六
百
八
十
七

人
←
七
百
九
十
人

同
情
帳
連
絡
n
二
千
十
七
人
←
三
千
二
十
七
人

支
所
、
出
僻
の
小
務
費
補
助
の
新
設

勺ひ

◇
中
小
企
秀
*
業
転
換
対
策
の
充
実

中
小
企
諺
島
ぐ
、
羅
営
環
境
が
拠
造
的
に
発
し
つ
つ

あ
る
分
野
に
お
い
て
、
嚇
菜
転
換
を
行
う
こ
と
に
ょ
り
そ
の

馨
券
安
定
と
発
屡
を
確
保
し
よ
う
と
す
る
中
小
企
誓
対

し
、
そ
の
転
換
の
円
滑
化
を
図
る
。
こ
の
た
め
、
「
中
小
企

菜
事
誰
擬
対
策
蘭
措
峡
山
(
仮
称
)
」
を
制
定
し
、
金

融
税
仰
、
指
導
簸
佃
合
的
な
助
成
制
度
を
確
立
す
る
。

)

4

鴫
、
亀
.
亀
亀
亀
亀
亀
亀
、
ー
,
高
、
、
、
曳
亀
.
亀
亀
.
亀
亀
1
、
亀
、
,
、
亀
亀
亀
.
亀
亀
亀
高
、
、
、
、
匂
亀
●
●
亀
、
亀
、
●
、
島
、
、
亀
亀
向
亀
卑
●
亀
●
●
1
、
、
亀
曳
曳
亀
亀
亀
亀
亀
亀
亀
、
、
、
●
亀
鳥
、
鳥
亀
、
亀
、
鳥
、
、
亀
、
、
●
、
亀
亀
曳
亀
、
、
曳
亀
、
●
、
、
、
、
、
亀
亀
亀
亀
●
、
、
、
、
.
鳥
直
亀
亀
亀
亀
亀
;
風
:

ス

予
算中

小
企
器
換
対
策
費
一
千
万
円

中
小
余
転
換
事
業
補
助
二
千
七
百
万
円

特
定
張
競
争
力
調
査
費
四
千
万
円

中
小
亀
振
興
璽
団
諾
共
同
廃
璽
(
一
般
会

計
出
資
)
二
十
七
億
七
千
九
百
万
円

な
お
そ
の
他
と
し
て
次
の
政
策
が
と
ら
れ
て
い
る
。

一
需
中
小
企
卦
策
の
誓

二
中
小
企
業
の
近
代
化
、
一
豊
化
等
の
誓

三
中
小
商
業
の
近
代
化
の
促
進

四
中
小
企
業
の
技
爾
発

ま
え
が
き

先
机
か
ら
受
げ
継
い
だ
士
地
等
の
仙
上
り
や
、
Υ
勞
L
て
多

く
の
財
凖
焦
笥
え
た
人
ん
か
ら
樹
統
税
の
安
く
な
る
方
法
が
な

い
か
と
よ
く
聞
か
れ
ま
す
。
多
頴
の
相
籍
の
納
付
の
た
め
財

座
乞
処
分
さ
れ
た
話
や
、
税
金
に
無
知
で
あ
っ
た
た
め
残
さ
れ

た
家
お
力
"
凸
労
さ
れ
た
仏
を
き
く
と
、
何
力
対
飛
を
だ
え
た
く

な
る
の
が
人
竿
す
。

そ
%
に
は
先
づ
税
金
に
つ
い
て
の
一
通
り
の
基
木
的
な
知

驫
を
も
つ
こ
と
が
川
心
で
す
。
(
今
回
は
税
法
の
解
説
は
名
峅

し
ま
す
。
)

H
粒
税
は
人
の
北
亡
に
ょ
り
単
心
に
か
か
 
0
て
く
る
の
で

す
。
し
か
し
死
亡
が
あ
0
て
か
ら
扣
統
税
の
対
策
の
余
地
は
あ

ま
り
な
く
て
徹
成
L
た
■
竹
だ
終
始
し
ま
す
。
そ
こ
で
生
前
に

4
可
こ
W
、
ケ
税
を
少
く
噌
ト
ナ
す
る
力
が
村
銑
税
の
対
策
だ
と
云

b
れ
て
い
ま
す
。

そ
の
こ
と
は
相
統
が
剛
始
さ
れ
て
か
ら
で
は
次
の
よ
う
な
刈

策
が
ぢ
え
ら
れ
る
だ
け
で
あ
る
の
で
順
「
な
話
で
t
。

"
紕
祝
の
小
佑
瑚
隈
ま
で
に
凶
や
地
力
公
共
"
体
ま
た
は

^
七
^
^
^
^
^
^
^
^
川
村
し
^
^
,
^
^
^
U
^
^
、
カ
カ
^
り
ま

せ
ん故

<
の
朴
会
的
地
位
に
邸
ら
し
て
樹
当
な
霄
典
や
弔
慰
金

ワ
]

は
非
課
税
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
ら
を
死
亡
退
職
金
に
含
め
て

し
ま
^
な
い
こ
と
。
^
^
^
^
^
ニ
^
亡
^
の
^
羽
.
^
^
^

当
に
袷
類
で
な
い
限
り
六
力
月
分
立
で
は
課
税
の
対
象
に
な

り
ま
せ
ん
。
た
だ
L
業
務
上
の
死
亡
の
場
合
は
給
料
の
三
年

分
ま
で
に
な
 
0
て
い
ま
す
。

③

況
偶
き
対
す
る
列
碓
瓶
罪
減
措
咲
今
年
の
扣
統

税
法
改
正
で
相
当
大
幅
に
拡
大
さ
れ
た
の
で
道
産
分
割
の
場

介
充
分
黒
す
る
こ
と
。
(
諜
綣
額
の
三
分
の
一
か
四
千

万
円
か
何
れ
か
多
い
金
類
ま
で
非
霧
)

)』
死
亡
後
三
午
後
に
支
払
わ
れ
る
退
俊
金
は
相
統
税
が
か
か

(

一

ユ

f
、

二

二

、
一
三
轟

一

冷

相
続
・
贈
与
の
税
務
対
策

~

一

公
認
会
計
士
・
税
理
士

中
島
良

ら
な
V
で
一
時
所
得
と
な
り
所
欝
が
か
か
り
ま
す
。

)5
 
柘
鷲
納
付
の
た
め
売
却
予
定
の
土
地
は
共
村
崟
四
L

{た
方
が
よ
い
。
語
後
は
個
有
則
佳
な
る
の
で
、
相
絖
人
相

互
問
で
贈
与
の
岡
祭
起
る
場
京
あ
る
の
臣
意
を
要
し
ま

す
。
ま
た
、
長
期
讓
渡
所
得
昇
別
控
除
一
人
当
り
百
万
円
が

共
有
の
人
数
分
だ
け
多
く
控
除
が
う
け
ら
れ
ま
す
。

お
お
よ
そ
相
統
開
始
後
で
は
右
の
よ
う
な
対
策
が
あ
る
智
度

で
す
か
ら
、
扣
統
税
対
策
と
い
う
の
は
上
と
し
て
膳
芋
な
り
、

生
前
の
則
,
産
の
管
皿
方
法
の
な
か
に
あ
る
と
云
え
ま
す
。

ニ
、
贈
与
税
の
節
税
対
策

資
金
贈
与
よ
り
物
件
贈
与

1
瓣
b
J
税
村
削
^
の
P
^
"
の
^
動
・
^
の
評
.
曲
よ
浩
仙
よ
^
粲

の
究
一
貝
仙
訂
や
赴
築
実
北
よ
り
低
い
場
合
か
N
山
で
あ
る
の
で

様
の
資
企
の
賠
り
と
す
る
よ
り
「
物
L
 
の
賠
芋
と
す
る
力
が

明
ら
か
に
と
く
で
あ
る
の
で
す
。
し
か
し
、
懇
署
要
す
る
の

は
、
税
務
雫
は
物
の
剛
与
で
あ
0
て
も
・
取
得
資
金
の
贈
ケ
と

条
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
こ
と
で
す
。

税
粉
料
で
は
知
り
得
た
客
説
的
小
災
に
従
っ
て
判
断
し
ま

す
物
の
火
誰
名
義
新
の
形
式
が
、
ψ
=
小
岩
の
角
蕪
と
一
飲
し

て
い
る
か
ど
ぅ
か
瓢
査
し
ま
t
。
そ
の
物
の
取
得
し
た
資
金

が
父
か
ら
支
出
さ
れ
て
問
、
な
く
贈
芋
し
た
よ
う
な
場
介
は
登

記
の
形
式
に
ょ
ら
な
い
で
,
災
質
は
資
金
の
贈
り
で
あ
る
と
心
突

県
さ
れ
る
の
で
す
。

2
 
将
来
値
上
が
り
の
予
想
さ
れ
る
物
は
早
く
贈
与
す
る

こ
と
。

偶
発
篭
相
当
仙
上
が
り
の
子
想
さ
れ
る
山
林
・
原
野
貯
は

安
い
う
ち
に
鵬
与
し
た
方
が
よ
い
。
,
筆
は
値
下
り
t
る
の
が

一
鼎
で
す
の
で
贈
4
嘔
佳
最
も
後
に
し
た
方
が
よ
い
。

3
 
三
年
累
積
課
税
制
度
は
廃
止
さ
れ
た
。

従
来
同
一
の
人
か
ら
一
年
目
四
0
万
円
以
下
、
二
年
目
は
二

0
万
円
以
下
の
贈
芋
は
鵬
り
税
が
隈
さ
れ
な
い
と
い
う
三
年
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1
課
税
N
は
Ⅲ
1
0
如
一
打
一
 
H
か
ら
何
年
六
0
万
q

以
ド
の
剛
ケ
で
め
h
、
は
W
ケ
税
ガ
課
利
さ
れ
な
い
こ
と
に
改
正

ご
れ
★
し
六
。
三
'
^
剛
で
^
^
よ
り
百
万
門
多
く
噌
b
ナ
で
き
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

夫
婦
共
稼
に
ょ
り
新
築
L
た
り
分
譲
住
宅
を
買
っ
た
家
は

4

共
有
名
薯
に
す
る
。

U
ハ
.
称
ぎ
を
し
て
主
川
え
た
資
金
を
プ
ー
ル
し
て
買
ハ
た
・
一
老
犬

の
名
が
に
す
る
と
"
献
の
と
き
女
よ
訂
分
の
.
絵
い
だ
汝
金
こ
相

封
b
カ
カ
カ
る
こ
と
一
^
な
り
立
^
,
そ
こ
^
^
^
の
^
^
の
^

*
に
従
っ
て
火
射
の
Ⅱ
ハ
右
に
し
た
ほ
う
が
と
く
に
な
り
ま
す
。

分
割
て
き
な
い
資
産
は
持
分
の
贈
与
て
も
よ
い
。

5
」
地
の
分
Υ
や
家
の
分
祁
ガ
唱
来
な
い
易
介
で
も
戈
力
に
し

て
何
分
の
、
の
村
分
を
貯
上
ゾ
す
る
と
い
う
杉
を
と
る
こ
と
が
で

ー
す
。
峯
、
心
の
技
術
リ
張
わ
し
さ
が
・
め
り
立
す
が
、
あ
 
0
さ

り
'
め
て
し
ま
わ
た
い
で
ぢ
ぇ
て
み
る
こ
と
で
t

6
 
親
か
子
供
の
借
金
の
保
証
を
し
て
も
贈
与
に
な
ら
な
い
。

f
供
の
剛
業
資
金
を
税
が
而
接
出
し
て
や
ら
な
い
で
、
糊
が

保
、
胤
し
て
知
÷
村
、
^
ら
丁
供
の
^
^
^
^
^
^
て
、
^
の
^
^
こ
し

て
も
N
ゾ
に
な
り
ま
せ
ん
。
し
か
し
子
似
が
失
敗
し
て
返
済
で

き
,
^
く
^
^
、
カ
^
^
,
^
一
、
^
し
ま
^
と
、
^
^
,
^
一
^
^
^
こ
脚
上
^
^
^

5

ス

今
^
の
改
正
で
扣
牟
^
税
の
こ
の
制
度
は
な
く
な
り
ま
し
た
の
で

心
配
な
く
鮮
6
税
の
配
偶
行
搾
^
仰
堤
を
括
用
し
た
ら
よ
い
と

忠
い
ま
す
。
し
か
し
、
婚
姻
期
岡
が
二
0
年
1
で
あ
る
配
偶

行
お
よ
ひ
圃
内
に
あ
る
居
化
用
の
士
地
・
・
一
系
(
こ
れ
ら
の
取

得
の
た
め
の
金
銭
を
含
む
)
な
ど
の
安
件
に
つ
い
て
は
改
正
さ

れ
な
い
で
従
米
通
り
で
す
。

親
か
ら
の
借
金
は
贈
与
税
か
か
か
る
と
は
限
ら
な
い
。

W
^
^
'
^
^
^
^
^
^
^
・
^
^
^
一
、
^
、
カ
^
^
^
、
^
力
ら
^
リ
^

し
が
則
ー
ノ
税
が
か
か
る
と
恐
れ
て
い
る
人
が
多
し
ょ
う
で
ナ
。

悦
務
料
で
は
、
競
か
ら
佶
金
し
た
と
い
二
L
V
る
が
そ
れ
は
嘘

で
、
も
ら
、
た
と
し
か
ど
え
ら
れ
な
し
場
介
が
多
し
か
ら
炉
ケ

禿
を
点
税
す
る
っ
け
で
水
ψ
1
こ
"
一
Π
り
た
、
も
の
で
あ
り
.
よ
が
υ

癖
打
の
疑
い
を
捕
た
れ
な
い
よ
う
に
明
確
な
畆
拠
を
残
し
て
船

ナ
ぱ
よ
い
の
で
す
。
立
m
予
段
と
し
て
は
、
企
銭
貸
侃
契
約
冉

を
作
成
L
、
臼
分
の
系
収
入
条
す
た
め
の
絵
り
明
細
N

や
、
共
体
リ
H
返
済
辻
岡
や
、
こ
の
辻
則
に
従
「
た
・
'
火
野
の
返

所
、
例
え
ぱ
税
の
顛
金
"
に
振
り
込
み
牲
返
法
の
当
災
を
明

ら
か
に
す
れ
ぱ
よ
い
力
け
で
す
。

借
金
と
い
う
負
担
付
贈
与
を
制
用
す
る
。

司
ー
エ
エ
企
賠
b
ゴ
よ
り
物
例
W
り
を
と
哥
明
L
ま
し
た
力

4

え
.
^
マ
ン
シ
ョ
ソ
の
よ
う
な
四
タ
^
Π
、
^
^
^
よ
り
の
^
^
^
^
、
^

堤
X
か
ら
の
敷
金
、
保
:
●
を
つ
け
て
紺
り
し
ま
す
と
そ
れ
ら

の
b
」
台
は
丹
除
さ
れ
た
残
瀬
だ
け
に
噌
ぢ
税
ガ
カ
カ
る
だ
け
に

な
り
主
す
泳
f
笄
炉
ぢ
を
う
け
た
則
産
力
ら
捌
尖
の
収

<
の
あ
る
財
座
に
つ
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
負
扣
村
則
り
は

芯
に
値
L
ま
す
。
子
供
の
励
み
に
、
な
り
ま
す
。

び

す

む

以
上
相
絖
税
の
対
策
の
数
例
空
め
げ
て
み
ま
し
た
が
だ
え
れ

ば
ま
だ
ま
だ
あ
る
よ
う
で
t
。
人
そ
れ
ぞ
れ
の
特
殊
*
情
を
充

分
ε
感
し
て
設
汁
を
し
な
け
れ
ぱ
な
り
ま
せ
ん
。
特
に
羅
営
吉

に
と
っ
て
由
社
株
、
別
会
朴
、
村
式
会
朴
を
利
用
す
る
方
法
は

火
変
妙
味
が
あ
り
ま
す
。
紙
数
の
関
係
で
ま
た
の
機
会
に
し
た

い
と
川
^
い
ま
^
。

ユ二

子
供
の
学
資
金
に
は
贈
与
税
は
か
か
ら
な
い
。

7
こ
の
こ
と
^
^
^
^
^
甥
^
に
^
^
さ
^
て
い
立
^
。
^
ロ

な
税
は
、
子
供
の
将
来
の
た
め
に
川
'
力
弁
戊
す
の
み
で
な
く
技

都
を
男
に
つ
行
大
り
敦
介
に
そ
の
金
を
御
く
の
も
製
明
な
力

怯
で
す
。
し
か
し
散
介
の
た
め
で
あ
っ
て
も
、
一
學
の
た
め
子

紗
老
伊
で
ぐ
ン
シ
ョ
ン
を
取
得
し
た
り
、
偏
托
の
元
本
を
R
将

し
上
す
と
蟻
上
ナ
に
な
り
ま
す
。
と
こ
ろ
〆
尖
口
入
券
た
め
多

一
脚
の
^
を
^
0
^
^
烈
^
Π
そ
h
^
叫
^
^
^
^
あ
る
な
、
は
^
b
^
^

が
力
か
ら
な
V
の
で
す
が
、
こ
の
よ
う
な
こ
と
の
な
い
社
会
に

し
た
い
も
の
で
す
。

死
因
贈
与
に
は
贈
与
税
が
か
か
ら
な
い
。

8
途
内
の
噛
別
の
嚇
竿
則
芋
税
を
払
0
て
で
票
動
4
」

一
上
供
に
恥
ゾ
し
て
し
ま
0
て
後
に
子
供
か
ら
不
孝
を
受
け
ミ
Ⅲ

を
き
く
こ
と
ガ
あ
り
ま
す
。
巡
三
に
ょ
る
遺
則
し
か
な
い
と
思

ロ
、
し
い
る
か
ら
で
、
造
鵬
で
は
子
供
は
知
ら
な
い
場
介
が
多
い

、し

の
で
、
f
供
に
と
「
て
不
安
だ
か
ら
と
い
う
こ
と
で
し
ょ
う
。
 
L

小
L
越
則
と
災
賀
同
一
で
す
が
そ
の
不
安
を
と
り
除
く
の
に
死

凶
川
ケ
ガ
あ
り
ま
す
死
亡
を
停
止
条
付
と
t
る
蟻
占
契
勺
で

^
^
1
y
ぜ
竹
般
じ
ま
^
,
の
^
そ
の
^
・
^
^
^
^
^
立
^
。
^
悶

W
り
心
一
"
^
噌
と
山
^
^
村
制
^
の
^
佃
1
」
な
る
の
^
説
上
ナ
一
兄
の

心
兇
は
い
り
ま
せ
ん
 
W
 
後
で
巡
妙
が
遺
慮
の
か
割
で
み
こ

く
い
争
い
の
^
ら
な
い
よ
う
に
一
^
"
を
^
北
^
し
て
船
き
た
い
も

の
で
す
。

9
 
贈
与
税
の
配
偶
者
控
除
の
制
度
を
活
用
す
る
こ
と
。

◇
年
の
網
統
税
汰
の
改
正
で
、
従
来
五
六
0
万
円
で
あ
ク
た

野
税
の
配
僻
控
験
-
0
0
0
万
円
(
誌
傑
を
含
め

る
と
一
、
 
0
六
0
万
円
)
に
引
き
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
ま
た
従

氷
こ
の
川
Ⅲ
座
力
圧
刑
利
夘
す
る
と
押
裂
の
準
紫
ら
の
配
仙

告
控
除
の
通
用
を
受
け
ら
れ
な
い
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
し
た
が

゛
イ

中

島
良
次
氏

一
三
・
,
g
t
云
・
・
呂

士

旦旦

魚
田
璋
子
氏

金
曜
日
金
融
相
談
お
・
・
g
t
一
六
・
・
呂

当
所
鷲
批
導
員

木
曜
日
特
許
相
談介

山
,
か
り

専
門
相
談
員
に
ょ
る

相
談
室
開
設
ノ
.

当
所
で
は
、
<
盆
サ
ー
ビ
ス
の
一
瑞
と
し
て
下
、
記

日
程
に
ょ
り
専
門
相
墜
主
を
開
設
し
て
お
り
ま
す
。

^
」
、
^
^
仕
リ
~
ご
^
^
^
さ
い
。
尚
こ
の
^
^
^
を
ご
^

朋
さ
れ
る
力
汗
壗
前
(
前
日
で
も
可
)
に
当
所
宛
ご

漣
"
廸
卜
山
ご
い
。

月
曜
日
法
律
相
談
石
:
8
t
三
・
・
8

相
謬
員
は
当
莎
顯
撹
訂
嘔
士
と
相
談
の
上
一
聖
な

訂
U
士
を
船
介
致
し
ま
t
0

水
曜
日
経
理
・
税
務
相
談
三
・
・
g
t
一
五
・
・
8

T
゛
理
、
十
一

.
ノ
ノ
ナ
・
肌
/
^
一
号
U
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第
三
回

1
販
売
士
(
一

広
る
十
乃
.
h
H
、
竺
所
凶
箸
ホ
ー
ル
に
船
い
て
弗
四
則
販
光

(
二
級
)
検
定
武
験
が
災
施
さ
れ
た
。

一
一

一
一

受
強
"
響
は
デ
ー
六
■
て
、
介
惰
"
は
十
一
宗
、
介
陥
*
ー

三
十
一
%
で
あ
っ
た
。

な
お
、
前
川
の
同
試
験
叉
験
名
激
は
六
十
一
■
に
刈
し
、
、
ー
ノ
ー

楕
者
は
十
、
名
合
鳥
*
よ
十
七
・
ヒ
%
で
あ
ハ
た
。

(
側
近
四
ト
ア
)

令
t
)

(
制
阪
奈
ル
川
)

(
W
"
水
製
需
パ
,
麺
折
)

(
御
渕
上
ユ
ニ
ー
ト
)

ガ

^
'
一
^
口
一
^
,
^

一
級
)
検
定
試
験
実
施
1

K
1
下
 
U

山
下
雅
明

ノ

喝
電
 
1
 
.
ー
.
{
.
ー
'
 
1
 
犀
 
1
 
'
{
●
 
1
 
●
 
1
 
'
ー
.
ー
'
'

ユ

年
末
特
別
融
資
保
証
実
施
中

6

,
,
}
.
 
1
 
直
 
1
 
.
 
1
Ξ
.
}
,
ー
'
ー
,
 
1
 
●
 
1
 
,
 
j
 
,
 
1
 
●
}
,
ー

i

奈
良
県
循
保
証
協
会
で
は
、
条
打
融
穫
証
の
取
扱

い
を
鴛
の
要
頃
で
器
L
て
い
ま
す
。

ν
'稲

菜
和
屶

ノ

マ
中
込
受
付
昭
和
五
十
年
十
一
お
二
0
日
ま
で

▽
小
込
資
格
県
内
に
お
い
て
俳
・
居
叟
は
砥
<
所
を

有
し
六
ケ
刀
以
上
河
一
の
箏
業
を
継
統
し
て

営
む
中
小
企
業
薪

翊
業
上
の
謬
い
資
金

二
0
0
万
円
以
内

六
ケ
月
以
内

年
0
・
八
0
%

保
証
<
二
名

必
要
の
場
合
・
鼎
保
要

同
保
霪
つ
い
て
詳
細
は

^
一
^
^
^
^
^
^
ロ
^
、
^
^
^
^

T
E
L
田
0
牙
一
知
へ

丸

新
地
文
昭 一

ム

'
"

ー
..

己三一U

一
山
木
画
躬

▽
使
金
仙
途

▽
保
証
金
額

マ
保
証
期
問

▽
保
.
"

▽
保
証
条
件

朝
山

や
一
一

食
,
一
キ
、
ノ
.
ノ
式
;
'

一
一、

澎
.

一

,

、

麹

X

'

一
、

尋

.
ゞ
'
、
、
一
,
一

■
鱗
'
ン
ニ
"

゛
,
碍
式
^
一
・
^

七
ダ
.
雲
、
,
'
'
、
才
^
4

マ
2
級
販
売
士
合
格
者
氏
名
▽

(
敬
称
略

ー
・
(
ク
偶
Π
鉄
、
1
浦
)

ユ
,
一
一
』
三
一
一
一
.
一
』
一
一
三
一
゛
一
三
=
一
一
゛
一
=
三
一
甲
.
一
一
.
三
一
:
一
一
二
=
一
一
よ
:
冨
一
一
一
二
、
三
宅
,
:
三
一
一
一
二
三
二
一
一

ノ
一

特
定
化
学
物
質
等
作
業
主
任
者

技
能
講
習
の
実
施
要
領

特
定
化
学
物
質
に
起
因
す
ゑ
補
岩
の
身
休
の
異
常
・
中
磁

各
極
疾
病
の
発
生
や
職
場
内
外
に
淘
よ
ぽ
す
環
境
汚
染
に
つ
い

て
は
、
工
場
関
係
署
だ
け
で
な
く
、
<
南
民
の
関
心
が
非
常
に

,
 
0
て
い
庄
す
。

特
定
化
学
物
質
邸
配
害
予
防
規
則
は
、
こ
れ
ら
の
化
学
物
質

か
ら
労
働
者
の
健
康
陣
害
を
防
止
す
る
た
め
制
定
さ
れ
た
も
の

で
す
が
、
こ
の
た
ひ
'
の
仙
勢
に
徽
し
て
、
内
父
允
災

を
は
か
る
六
幅
な
改
正
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
に
ょ
り

中
^
W
^
^
^
^
叩
防
^
^
^
一
ぞ
は
同
^
^
^
●
習
を
^
一
ル
の
^
一
風
で

禿
し
ま
す
。
改
当
琳
業
所
の
力
9
需
を
お
t
す
め
し
ま
す

己言口

▽
渦
松
期
Π
及
び
場
所

十
二
月
十
九
1
-
一

於

^
^
付
^
〔
:
み
卯

Π

y
需
手
紕

①
申
込
方
法

一
謡
希
望
薪
は
、
所
定
四
箭
小
詰
冉
に
砥
事
項
為

入
し
、
宏
所
料
宗
え
て
中
券
柳
災
害
防
止
恊
会
へ
捉

出
し
、
一
誘
券
交
付
を
受
け
て
下
さ
い
。

御
参
加
料

四
八
0
0
円
(
テ
キ
ス
ト
代
を
含
む
)

な
お
長
譜
臼
に
つ
い
て
の
詳
細
は

^
^
W
^
^
^
^
、
m
^
^
^
^
Ⅲ
^
^
阿
^

T
E
L
(
船
)
W
二
1
六
八
四
一
⑪
へ

:
=
一
一
一
"
一
三
.
三
一
一
二
一
.
二
一
一
.
一
一
一
.
三
三
一
.
二
一
』
.
▲
一
=
二
τ
二
:
写
三
一
二
=
ニ
=
三
三
二
一
一
二
=
=
冒
一
.
甲
、
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^
^
、
一
^
〆
^
'
^
・
^
^
^
N
^
^
N

市
小
企
業
の
役
割
と
そ
の
展
望

'
条
枇
造
符
讓
会
(
通
商
,
,
桑
人
P
の
浩
Ⅲ
機
関
)
は
広
る

七
刀
↓
四
H
総
介
附
A
厶
を
開
き
、
産
業
慨
造
の
上
即
ヒ
ジ
ョ

γ
」
に
つ
し
て
笄
小
し
ま
し
た
。
こ
の
小
で
第
六
章
と
し
て
表

題
の
小
小
介
茶
の
R
棚
ビ
ジ
ョ
ン
が
盛
り
込
ま
れ
て
い
主
す
の

で
、
締
き
説
咽
し
ま
す
。
(
.
ー
;
倫
)

四
中
小
企
業
の
今
後
の
服
望

鎚
譜
お
け
る
わ
兪
の
小
小
企
条
体
の
シ
デ
は

昭
和
三
十
八
年
か
ら
四
↓
ヒ
年
ま
で
ほ
ぽ
π
0
影
削
後
で
推

移
し
て
き
た
が
、
<
1
佼
に
お
い
て
給
お
む
ね
五
0
%
の
ウ
エ

イ
ト
J
瓢
持
す
る
、
の
と
ぢ
ぇ
、
一
れ
る
。

業
種
別
に
中
小
企
諾
シ
エ
ア
の
推
移
を
み
る
と
、
シ
エ

ア
の
増
加
す
る
業
靴
と
し
て
は
、
紗
靴
、
紙
・
ハ
ル
プ
、
窯

士
石
、
設
な
ど
が
あ
げ
ら
れ
る
。

柴
小
小
企
業
の
中
で
出
前
額
シ
ユ
ア
が
払
大
す
る
漾
師
と
し

て
ょ
、
ヒ
乎
、
空
W
^
・
土
、
ゐ
分
属
仰
'
U
Ⅲ
一
般
^
^
、
^

.
瓢
機
^
な
ど
ガ
あ
げ
ら
れ
る

先
誓
心
岡
と
の
比
較
を
し
て
み
る
と
、
茶
柘
別
構
成
比
で

は
、
ア
メ
リ
カ
の
中
小
企
沸
、
"
品
、
鄭
、
空
災

畠

士
石
、
金
属
製
品
及
び
そ
の
他
製
造
譜
お
し
て
出
荷
領
が

抑
%
以
上
と
な
っ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
茶
種
は
、
 
U
木
で
、

中
小
<
業
.
釜
塾
で
,
め
る
ぱ
か
り
で
な
く
、
そ
の
出
荷
響

エ
ア
よ
、
ア
メ
リ
カ
に
対
け
る
よ
り
ゴ
0
グ
ψ
も
・
け
Ⅲ
い
ガ
刊

川
而
^
^
雄
^
^
^
女
^
"
脚
^
ル
^
^
、
^
、
^
吠
^
と
し
て
^
^
h

、
0

は
火
き
し

五

小
」
^
ル
咲
パ
の
^
ず
の
^
岳

<
後
わ
か
Ⅷ
羅
洗
稔
米
倫
皮
成
長
力
妾
・
鴛
長

へ
援
厶
す
る
の
に
伴
い
、
①
消
裟
新
二
ー
ス
の
多
様
化
、
阿

^
ヒ
、
佃
生
^
に
ょ
り
^
し
い
W
^
Y
、
サ
ー
ビ
ス
の
^
野
ガ

開
拓
さ
れ
る
。
②
技
袮
"
小
新
、
生
廊
の
郡
加
丁
皮
化
複
郷

化
に
ょ
り
、
大
<
業
の
劇
辺
に
部
品
供
給
産
菜
発
展
す
る

な
ど
の
経
読
枇
造
の
変
化
が
み
ら
れ
る
。
こ
の
よ
、
フ
な
変
化

は
多
口
鞍
弓
呈
生
圭
ハ
ラ
エ
テ
ー
に
・
"
力
朋
訂
川
捉
心
を

礼
意
と
し
、
こ
立
わ
り
哲
・
 
a
、
林
に
す
ぐ
れ
て
い
る
中
4

<
業
に
刈
し
、
そ
の
存
立
基
解
三
え
る
も
の
と
い
え
る

{
克
成
長
経
游
へ
移
行
す
る
過
稗
に
お
し
て

、

゛
、
、

力

J
Jは

、
限
ら
れ
た
窃
要
を
求
め
て
企
業
岡
の
競
争
が
厳
し
さ
を

増
し
て
い
く
と
と
も
予
恕
さ
れ
、
新
た
な
謬
辺
の
兇
樂
寸
小

小
<
業
片
ら
の
努
力
が
求
め
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
た
^
~
^
凸
^
^
の
小
^
、
小
^
^
^
ば
、
そ
の
^
荊

営
内
部
に
船
い
て
は
、
技
術
力
の
阿
上
、
人
的
能
力
の
向
上

^
た
な
^
野
へ
の
シ
ブ
ト
等
に
ょ
っ
て
、
察
北
営
の
効
*
^
及

^
y
而
昨
^
ヒ
・
"
^
寸
打
仙
'
^
L
六
」
刈
り
.
^
」
D
^
U
加
^
^
^

スユ二

J
'

行
動
す
る

、

7

,
:
、
亀
、
匂
、
,
.
、
●
、
亀
亀
、
、
、
、
、
.
●
、
●
●
、
,
,
ー
、
亀
1
島
亀
、
、
、
,
、
ー
、
、
亀
、
、
●
、
,
:
ー
、
.
、
鳥
亀

く
こ
と
が
蛋
と
な
る
。

新
し
い
経
営
深
境
の
下
に
%
い
工
中
小
企
条
安
定
的

発
展
を
と
げ
る
た
め
に
は
、
羅
営
内
部
に
船
け
る
対
応
だ
け

で
は
な
く
、
①
国
内
他
傘
と
の
脇
調
・
調
和
、
②
国
際
分

券
琴
叉
の
刈
応
、
③
圃
民
牛
活
へ
の
寄
b
斈
例
倫

環
境
と
の
協
調
・
渕
利
を
図
っ
て
い
く
こ
と
も
重
要
で
あ

る
。
こ
れ
は
、
均
衡
の
と
れ
た
牙
一
郡
社
会
を
形
成
L
て

い
く
場
合
の
必
然
的
な
要
雫
あ
る
が
、
一
力
で
は
、
*
小

人
業
の
竃
纂
盤
の
強
化
に
も
つ
う
じ
る
も
の
で
あ
る
。

奈

木
雫
は
、
会
員
の
み
な
さ
ま
の
生
き

d
 
"
弐
,
狗
こ
、
,
、
.
ν
げ
こ
,
/
 
U
し

商
工
会
議
所
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一
叉
告
^
鳥
隆
^
§
汽
点
心

重
視
さ
れ
る

仕
入
量
の
検
討

'
而
必
」
ル
人
れ
る
場
介
に
、
そ
の
最
を
ど
の
く
ら
い
に
L
六

ら
よ
L
力
と
し
う
こ
と
力
§
"
の
う
え
一
'
叟
視
さ
れ
て
し

ま
t
 
一
度
に
沢
山
仕
人
れ
る
大
姑
仕
入
れ
が
よ
い
か
、
あ
る

^
^
^
覗
^
・
^
^
吋
4
"
^
^
^
^
^
^
る
^
ニ
^
^
^
^
^
^
^
よ

L
力
な
だ
仕
人
れ
の
品
に
つ
い
て
の
参
七
熊
を
あ
げ
て
み
ま
し

、
つ

'
、
J
キ
●
'
毛
.

一
.
、
.
一
,
一
、
:
、
,
L
.
一
、
;
、
暑
.
一
.
一
二
ぞ
.
、
{
一
.
島
、
、
一
、
ム

適
切
な
回
転
と
豊
か
な
品
揃
え
1
入
れ
る
べ
き
量
の
決
定

に
つ
ぃ
て
は
北
り
上
げ
見
込
み
高
あ
る
い
は
死
り
上
げ
見
込

み
数
呈
に
、
商
品
回
一
禦
を
か
ら
主
せ
て
考
え
る
こ
と
が
大
翊

で
す
た
ん
に
、
回
転
の
迅
速
さ
ぱ
か
り
を
重
1
仕
入
れ
て

し
た
の
で
は
、
適
助
な
品
炉
~
が
む
f
か
し
く
な
る
の
で
、
注

態
し
た
い
も
の
で
t
。
・
語
に
ょ
っ
て
、
あ
る
い
は
傘
規
模

に
ょ
っ
て
什
入
れ
の
量
は
変
わ
「
て
く
る
こ
と
に
な
り
立
す
か

ま
十
、
大
U
仕
人
れ
、
W
1
用
買
い
仕
入
ん
の
特
徴
な
ど
か
ら
検

"
し
て
み
主
し
ょ
う
。

大
量
仕
入
れ
に
も
欠
点
は
あ
る
・
火
呈
仕
入
れ
に
は
、
①
什

^
才
佃
力
X
り
〆
女
に
な
る
^
^
^
田
門
^
^
し
の
^
山
介
^
ニ
^
虚
,
^

W
ら
れ
る
、
③
仕
入
れ
手
数
の
名
略
な
ど
右
利
な
二
多
い
力

け
で
す
力
<
商
的
に
大
量
仕
人
れ
が
よ
い
と
い
う
,
つ
け
に
も

い
き
ま
せ
ん
炭
小
の
こ
と
と
し
て
、
寮
仕
入
れ
を
行
0
た

坦
介
'
n
n
川
の
没
r
 
誹
行
遅
h
、
保
柚
製
打
、
そ
の
也
の
%

ψ
t
と
0
'
ん
力
ら
必
ら
ず
し
、
h
羽
と
は
い
え
な
い
こ
と
に
'
な

ス

り
ま
^
つ
ま
り
商
Ⅲ
投
下
負
木
の
叫
{
延
化
こ
よ
る
野
賓
嫩

大
と
し
う
こ
と
ガ
、
丁
泡
さ
れ
ま
す
。
や
は
り
、
商
品
回
恢
*
と

の
か
ら
み
あ
い
で
奇
な
什
入
れ
量
を
検
肘
し
、
器
す
る
こ

と
が
の
ぞ
ま
し
い
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

当
用
買
い
仕
入
れ
と
そ
の
利
益
1
寮
買
い
什
入
れ
が
必
ら

ず
し
も
右
利
で
は
な
い
と
い
う
と
と
に
な
れ
ぱ
、
当
用
買
い
Ⅱ

人
れ
に
<
土
面
的
に
切
り
か
え
る
こ
と
、
会
明
と
、
ぢ
ぇ
ら
れ
る

わ
け
で
す
が
、
一
が
い
に
そ
う
断
定
す
る
こ
と
も
む
ず
か
し
い

で
し
ょ
う
。
た
し
か
に
、
斯
削
買
い
仕
入
れ
に
つ
い
て
は
、
①

、L

」
醜
の
回
転
が
早
く
な
る
、
②
商
品
投
下
資
木
が
少
翠
足
り

る
、
③
先
行
き
仙
格
の
下
落
に
ょ
る
損
失
を
免
れ
る
、
④
楡
要

動
向
、
流
行
の
変
化
に
即
'
し
た
新
が
ば
仕
入
れ
が
可
能
で
あ

る
な
ど
幾
多
打
利
な
上
思
か
あ
る
b
け
で
す
が
、
そ
の
半
面
に
船

い
て
大
最
仕
入
れ
に
ょ
「
て
得
ら
れ
る
よ
う
な
利
益
が
得
ら
れ

な
い
と
い
う
欠
点
も
で
て
く
る
わ
け
で
す
。

そ
の
他
仕
入
れ
の
量
に
つ
い
て
の
参
考
点
・
'
仕
入
れ

力
よ
 
L
力
ψ
一
用
買
L
Ⅱ
入
オ
カ
よ
L
力
は
扱
L
口
川
の
種
汀

な
ど
に
ょ
っ
て
、
異
な
る
力
け
で
す
が
、
以
下
、
仕
人
れ
量
に

つ
い
て
の
若
干
の
参
者
点
を
あ
げ
て
み
ま
し
ょ
う
。
ま
ず
、
下

品
ち
高
の
内
容
に
つ
い
て
卜
分
検
村
し
改
芦
ぱ
は
か
る
よ
う
に

し
ま
す
。
光
れ
な
い
も
の
を
多
く
抱
え
て
い
る
よ
う
で
は
資
木

勉
甲
が
悪
く
難
曾
上
ヤ
イ
ナ
ス
に
な
り
ま
す
。
ま
た
、
過
去
の

販
元
矧
"
や
ψ
磯
か
ら
将
来
へ
の
洞
築
L
行
い
、
一
荏
適
正
在

輝
を
搾
打
す
る
よ
う
に
仕
入
れ
倫
を
検
肘
し
京
す
。
見
せ
る

光
る
商
品
な
ど
を
よ
く
わ
き
ま
え
、
品
揃
え
の
コ
ソ
ト

・
舶P

ー
ル
を
は
か
る
と
い
う
工
夫
も
大
切
で
し
ょ
う
。
い
ず
れ
に

し
ろ
什
入
れ
の
量
に
つ
い
て
は
、
資
金
の
劾
小
と
い
う
こ
と
か

、L

ら
、
そ
の
快
重
な
検
肘
を
な
い
が
し
ろ
に
は
で
き
な
い
こ
と
に

な
り
ま
t
。

ユ二会良奈

」
の
融
符
皮
は
、
奈
良
商
L
会
議
所
の
§
篇
学
受
け

て
経
従
改
神
し
小
父
を
充
朕
さ
せ
よ
う
と
船
ぢ
え
の
ガ
カ
こ

必
要
な
d
口
の
ナ
菜
資
金
を
、
商
〔
会
謡
所
<
噸
の
矯
、
で
則

民
企
融
公
肺
よ
り
処
扣
保
・
処
保
証
人
で
お
貨
し
す
る
も
の
で

す
▽
貸
什
対

崎
殆
す
る
従
榮
貝
の
数
が

而
メ

ー
ヒ
桑
て
は
二
人
以
下
、
§
誓
の
他
で
は
.
ん
人

U
1
の
^
ノ
^
N
^
.

小
企
業
経
営
改
善
資
金
融
資
制
度

▽
資
企
使
途
九
礎
契

運
転
資
金

▽
小
企
業
に
も
っ
と
も
有
利
な
融
資
△

▽
貸
村
鯲
輪
二
0
0
万

(
九
た
1
辺
転
膨
金
に
、
 
0
0
万
円
以
内
、
没
川
艇

円

と

ノ
山
に
つ
ぃ
て
も
特
に
必
要
と
認
め
る
場
介
に
隈
り
二
0

0
万
円
ま
で
)
以
内

マ
利

如
L
 
.
ニ
グ

マ
返
沈
"
リ
製

卸
以
内
(
た
だ
し
-
0
0
万
円
を
こ
え

0
諾
資
金
に
つ
い
て
は
金
額
に
応
じ
て

二
年
を
惨
と
し
て
均
等
償
還
)

8

▽
^
叩
休
・
保
釧
^
^
^
'
^
^
用
^
、
.
^
協
^
本
の
保
.
肌
も
V
り
主

せ
ん
)

▽
貸
出
嫉
関
国
民
釡
製
肺

兪
資
を
X
け
る
た
め
の
条
件
>

U
而
か
ら
奈
良
商
1
分
議
所
の
経
営
指
斗
・
氾
娠
指
尊
を

X
け
て
し
る
こ
と

^
、
^
^
^
上
^
、
^
・
^
小
^
^
^
^
゛
鴛
^
凸
^
^
^
る
^

i
、
、
＼
・
L
"
^
h
^
)
ト
^
咋

対
染
業
神
等
に
属
し
て
い

な
い
も
の
で
あ
る
打

税
釡
4
亮
納
し
て
い
る
こ

■
鼎
嵐
乎
銑
き
に
関
す
る
下
数
村
の
費
側
は
.
切
不
要
で
す

^
^
^
^
^
ル
^
^
^
^
^
一
^
^
き
、
^
・
^
^
^
打
^
よ
る
一
^
^
ロ

座
n
動
振
料
に
ょ
る
返
済
方
汰
を
御
羽
胴
下
さ
い

受
付
・
推
砂
機
関

民
商
工
会

1
ー
.
リj

ι
一

小
小
<
支
肝
談
所
 
T
E
L
函
六
ニ
ニ
ニ
W
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ノ
)
>
)
)
、
/
、
、
ノ
>
>
)
よ
t
》
、
/
、
ー
ノ
、
ノ
>
>
>
ー
>
 
1
J
1
》
ー
ぐ
-
1
j
、
ノ
.
)
f
L
 
ノ
ノ
、
ノ
イ
ノ
i
イ
ノ
ー
÷

＼＼

卸

「
み
ん
な
で
税
を
知
る
過
問
」
始
ま
る

十
一
月
十
一
日
t
十
七
日
ま
で

こ
の
郷
氏
^
ム
に
佐
匁
'
州
を
、
^
め
て
み
て
^
ー
ー
と
依
村

庁
で
ば
上
打
1
 
-
Π
か
ら
'
避
岡
一
み
ん
な
で
税
を
知

,

一

=

ー
ー
ノ
,
ノ
'
ノ
リ
ノ
,
÷
 
j
 
、
ノ
イ
ー
イ
ノ
U
 
/
,
ノ
「
、
/
」
/
、
ノ
)
ゞ
 
j
 
、
ノ
>

鴫
.
=
上
=
=
冨
1
 
-
:
.
=
=
冒
=
里
:
ー
.
一
.
冒
=
ニ
=
.
一
:
ー

(
九
月
1
十
月
)

9
月
5
H
 
^
T
^
.
、
ー
^
、
ロ
、
^
ト
^
新
1
^
会
^
y
山
^
斗
^
^
ム
一
^

(
小
谷
噂
務
列
小
爪
仏
邑

出
席

◇
卸
喫
則
地
推
進
協
●
開
催
(
出
席
二
十
名

6
1

2
!

於
ψ
1
所
)
◇
公
正
取
引
恊
議
条
岡
交
厶
に
出
席

(
西
村
指
導
n
、
倹
倫
上
系
所
)
◇
詔

^
^
^
^
^
^
^
^
ム
^
^
^
^
^
'
一
^
削
^
^
^

足
ホ
テ
ル
)

◇
等
上
阿
計
算
尺
検
・
織
験
・
器
(
受
験
名

フ
ー
2
1

数
亘
十
三
名
、
於
正
需
校
)

加
Π
◇
副
金
会
議
W
 
(
於
凹
所
)
◇
命
対
ず
実

村
委
旦
備
委
n
長
会
朋
催
(
出
席
九
■
、
於
当

所
)

W
河
1
H
 
9
於
1
-
囲
鷲
券
導
貝
刷
修
会
に
出
席
(
波

辺
指
遵
n
、
於
火
津
)
◇
商
工
主
つ
り
災
行
委
員

会
に
出
・
船
 
n
傑
指
遵
貝
、
於
文
化
△
.
邑
◇
「
相

い
^
,
配
、
炉
b
プ
列
一
^
円
U
^
一
厶
枇
"
イ
^
^
、
^
^
寸
^
靜

抑
b
;
可
良
徐
又
、
於
辺
ゴ
丁
)

2
H
 
◇
昭
和
五
十
年
度
剛
体
職
貝
研
修
坂
加
(
後
膿

指
遵
R
、
於
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
記
念
セ
ソ
タ
ー
)
◇

^
小
^
Ⅲ
^
←
^
凸
当
W
^
ム
丁
↓
姑
^
、
^
^
^
^
^
出
^

(
小
ハ
介
唖
務
艸
小
、
於
以
公
△
玉

◇
金
県
■
品
三
名
速
絡
恊
議
会
幹
*
会
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あなたの企業にこの人を.グ

求職者

高卒
交換手認定証右

所

下認の求職名が奈良公J1練彪楼安定所に卵込まれておりますので、雇用を希墓される*菜所は職業安定所船
介係までお問bせ下さい。
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株式会社^言窒三十,,ーンΥは,
本社及ひ
奈良事務所
京矧口"吻所
大阪事務所

奈良市大宮町 1丁目 6番21号 IE I"奈良(ON2)3ι一-146Nや
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冷凍冷菓部奈良市川ノ上町14番地 TEL 0742-22・-0]22~3

11

昭和50年11月10日(毎月1 回10日発行)

介 どうぞよろしく.ノ

良ι的な側告・正札販売の店
風慎'業1励Π
こ婚礼家具/こ婚礼組夜具/ドレッサー/応接
セット/書斎家具/ベッド/敷物/カーテン/
お台所用家具/事務用家具/ベビー用家具/ル
ームアクセサリー/座敷机/タンス/その他

尊しに奉仕

ゞ

11

イソデjア王'里'そ'子一
1;亘ンk:占11{劣1』!ι11」一会、「1j1丁目1-9 倭1
=ハ}1山はノく1[畦膨1!111」丹1ミノ庄批】二こ

凸鳳,店牛駒市?;謡「1Π9舶武

,煮一 'ト'.tゞ^"'▲ぎ」ι

' 寺基熊ご駆n

/
才

m蛇
m心5
0予137

03) 76?1
(の 2131
m )墾町

業種 TEL

>、イ1' J;_.111;i 14i) 15'15

,Ⅱ防1上

フー

画・監理

LET

-
D
 
-

四
一

〔光

71
一
"ー

、

、

6
 
-
 
3
 
8

一
.
一
-
 
9
 
-

^
ト
 
0
 
'
工
予
,
"
」
一
.
」
 
0

在
^
御
一
井
一
枦
、
^
、

'
ノ
'
小
小

.
▲
、
.
、
、
一
＼
,
、
、
.
、

y
 
-
・
心
'
吸
 
U

」
,
L

0

ノ

一

ー
ー
冒
1
-
ー
ー
ー
ー
,
,
ー

一

0
 
9

3
 
0

(
ざ
注

ノ

-
i

一
一

一
'
.
L゛河

Y
、
者一

.

,
1
 
心
メ

'
ー

一一

代
一
晰
-
 
1
W
1
^
ー
.
^

支
<
二
北

名
 
R
 
人
一

」
.j川一

二

-
ー
-
 
2
 
-
ー

-
 
J
 
1
 
Ⅲ
}
-
ー

-
 
3
2
 
女
一
抽

一
イ
一
リ
一
オ

!
ー
-
1
 
■

J
 
リ
 
T
 
」
り

ノ
一

、
.
U

J
Ⅱ

ノ
」

1

こ

モ
一
ゞ
,
'
,
'
'

メ

義

、
、

ノ
河

ニ
=
ロ

一
,
"
,

1

J
写
゛
二
 
i

墜
、
一
,
、
^
0

.
ι
一
マ
'
'
ー

会

〒

父

社会

,

1

」
)

登
姦
L

よ
一
ル
戸

水
良
血
寺
郷
高
広
拷

貧
帥
・
 
2
3
1
1
峨

一

一

殉

6

一
,
,

ー
ー

、
゛
ノ

」づ
一

奈

、

、
冒

L

一
、

'
、
'

゛

"
瑳
、
1
兵
L
,

r

戸m
ト

ル
.
'
ポ

力

.

!
 
1
 
↑
,
'
池
 
L

一

ガ

、
■
.
ー
ミ
4
1

今
「
翫
、
、
7
の
>
'
《

階
、
7
b
、
モ
0

命
よ
と
?

¥

●
埜
く

r
血
,
角
て
介
、
(
小

、
一
霽
タ
ハ
.
中
{

上
乎
?
h
 山゙
*
,
ミ
C
の

、

ヨ

1

イ
カ
J
』
」

.

L

,
ゞ
'
ノ
ー

碁
一
口



第86号

双

(第三種郵便物認可)

<現代のプロメテウス>

近電工はあすを具現します
総合設備産業のパイオニア^
<近電工>は新しい時代の展

開とともに成長をつグけ70年代
のエネルギーを先導します。
電気・計装・空調・土木

近畿電気工率株夫合社
取籍役全長
取腸役牡長
寮良生店髭

奈良営業所奈良市杉ケ町30 丑0742(26)2223

翫
本

久

冷凍えび
其の他一般・鮮魚

株式会社

司

ナ

奈良 議所

奈良小南京終山13

ン t介ft川
凍魚各何、心、

加丁水産物卸問昂

和海北

ユ

代尖取知役小 1川 1、1.

TE L (23) 3735~7 夜間(23) 3737

)

ス

●お1人でものれる

^

奈良定期観光バス

電気はみんなのもの
大切に使いましょう

産

公園名所めぐりほか数コース<毎日発車>
.のηぱ一国鉄・近鉄奈良駅前

昭和50年11月10日(毎月1回10日発行)

画お問合せ

定期観光営業所春0742(22)5263 ^^^ 1^,

0
外内 国

特許・実用新案・意匠・商標
出願・審判・鑑定・相談・侵害事件・訴訟

(奈良商工会議所中小企業相談所顧問・相談日・木曜日)
ツタタ

関西電力(株)奈良支店

蔦田内外国特許事務所
蔦田璋弁理士
田正上鳥、理士

、阪市 地町2丁目9、>く
(堺筋本町北へ20om東側)ハラダビル8F

話大阪(06) 227-郭35~郭37電

商機をつかむノ

トヨタのビジネス"、
^

レンタをご利用ください。
トヨqレニ',qリース奈良

12

レフ、

レニ写・リース

必要女とき、必夏左・井〔が、スグそろいます.
鮎」tJ畊代にぴったりのA理飴なシステノ、。
貴井で1,県非ご検;Kだきい、

お問い1〒bせは・・・・・丑0742(26)2223

慣楠の卑ノト門ーク

子
人

二会

ラ

火
岡
ル


